


1941 年、京都府出身。岐阜県立本巣高等学校を経て、大阪市立
大学経済学部卒業。博士（文学）。大阪市立大学生活協同組合専
務理事、大学コンソーシアム大阪事務局長、学校法人帝塚山学
院常務理事を歴任。現在、NPO 法人岸和田健老大学特任講師、
一般財団法人住吉村常盤会評議員、一般社団法人日本コミュニ
ティカレッジ講師、帝塚山派文学学会運営委員。著書に『新・
五代友厚伝 ‒ 近代日本の道筋を開いた富国の使徒』（PHP研究所、
2020 年）などがある。

八木 孝昌氏

1966 年、鹿児島県出身。鹿児島大学卒業後、尚古集成館にて学
芸員として 20 年間勤務。 大河ドラマ特別展「天璋院篤姫展」の
企画委員などを務める。専門分野は日本近代史。明治前中期の
旧大名が、いかにして自己を華族として位置づけたか について、
島津家を主な事例とし、政治的・経済的・文化的側面から研究
している。現在は 立教大学文学部史学科（日本史学専修）特任
准教授。博士 ( 文学 )（東京大学）。

寺尾 美保氏

1958 年、北海道出身。映画監督・大阪芸術大学芸術学部映像学
科学科長。『化粧師 -kewaishi』で映画監督デビュー。市川海老
蔵主演の『利休にたずねよ』ではモントリオール世界映画祭最
優秀芸術賞、日本アカデミー賞の 9 部門で優秀賞を受賞。その
後『海難 1890』において、日本アカデミー賞 10 部門で受賞。
2020 年公開の三浦春馬主演『天外者』では第 94 回キネマ旬報
において W 受賞。最新作は 2023 年 10 月 6 日公開の『親のお
金は誰のもの ～法定相続人～ 』。

田中 光敏氏

井上 潤氏
1959 年、大阪府出身。明治大学文学部史学地理学科日本史学専
攻卒業。同大学卒業後、渋沢史料館学芸員に着任。以降、学芸部長、
副館長を歴任した後、2004 年に館長就任。2019 年からは公益
財団法人渋沢栄一記念財団業務執行理事を兼任し、2022 年より
公益財団法人渋沢栄一記念財団業務執行理事兼渋沢史料館顧問。
著書に『渋沢栄一伝ー道理に欠けず、正義に外れず』（ミネルヴァ
書房、2020 年）など。

1993 年、鹿児島県出身。志學館大学人間関係学部歴史地理コー
ス卒業。志學館大学教授・原口泉氏の秘書を務め、現在はフリー
で活動（オフィスいろは代表）。第一工科大学と鹿児島第一医療
リハビリ専門学校の非常勤講師。共著に『鹿児島偉人カルタ
55』（燦燦舎）。鹿児島県立図書館協議会委員、南日本新聞書評
委員、薩摩川内市文化財保存活用地域計画作成協議会委員、鹿
児島市教育委員会ふるさと人物史編集委員会委員など務める。

下豊留 佳奈氏

　本シンポジウムでは、鹿児島の近現代史における五代友厚の位置づけについて考
えます。
　これまでの鹿児島の近現代史において五代は、他の旧薩摩藩士に比べ決して十分
に語られてきたとは言えません。しかしながら五代は、鹿篭金山（枕崎市）をはじめ、
県内外に複数の鉱山を所有するなど、鹿児島の「近代」化に少なからぬ影響を及ぼ
していたと考えられます。また、現在も県内各地に五代ゆかりの史跡が整備され、
各種のイベントも催されているように、現代の鹿児島においても五代という存在は
大きなものがあり、近年特にその傾向は顕著です。
　以上の状況に鑑み、本シンポジウムでは多彩なゲストをお招きして、日本の「近
代」化と近現代の鹿児島における五代友厚の存在意義を問い直す機会を提供します。
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